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概要

Sun JavaTM System Application Server Enterprise Edition 8.2製品は、J2EETMアプリケー
ションとWebサービスの構築と管理の作業を簡略化します。ソフトウェア障害や
ハードウェア障害が発生した場合にも稼働を続けられるスケーラブルなサービスな
ので、パフォーマンスの改善、クラスタリング、および高可用性を実現する機能を
提供します。

■ 3ページの「このリリースノートについて」
■ 4ページの「アクセシビリティー機能」
■ 4ページの「関連マニュアル」
■ 6ページの「問題の報告とフィードバックの方法」
■ 7ページの「コメントの送付先」
■ 7ページの「補足情報」

このリリースノートについて
このリリースノートには、Sun Java System Application Server 8.2のリリース時点で入手
できる重要な情報が含まれています。拡張機能、既知の問題、およびその他の最新
の情報が記載されています。Application Server Enterprise Edition 8.2をご使用になる前
に、このリリースノートをお読みください。

このリリースノートの最新バージョンについては、Sun Java SystemのマニュアルWeb
サイト (http://docs.sun.com/db/prod/s1appsrv#hic/)を参照してください。ソフト
ウェアのインストールおよびセットアップを行う前に、このWebサイトを確認して
ください。また、それ以降も定期的にこのサイトをチェックして、最新のリリース
ノートや製品マニュアルを参照してください。

このマニュアル内で参照している第三者のURLは、追加の関連情報を提供します。
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注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能
な、コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけでは
なく、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこ
れらを経由して利用可能な、コンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したこ
とに伴って発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失について
も、Sunは一切の責任を負いません。

アクセシビリティー機能
このメディアの出版以降にリリースされたアクセシビリティー機能を入手するに
は、米国リハビリテーション法 508条に関する製品評価資料を Sunに請求し、その内
容を確認して、どのバージョンが、アクセシビリティーに対応したソリューション
を配備するためにもっとも適しているかを特定してください。アプリケーションの
更新バージョンは、http://sun.com/software/javaenterprisesystem/get.htmlから入
手できます。

アクセシビリティーに対する Sunの取り組みについては、http://sun.com/accessを
参照してください。

関連マニュアル
Application Server Enterprise Edition 8.2製品に
は、http://docs.sun.com/app/docs/prod/sjs.asse#hicに掲載されているマニュアル
セット全体が含まれています。

次の表に、Application Server Enterprise Edition 8.2のマニュアルセットに含まれるもの
を要約して示します。

表 1–1 マニュアルセットの内容

マニュアル名 説明

Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Documentation
Center

1か所でApplication Serverのすべてのトピックにアクセスで
きる場所。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Quick Start
Guide』

Sun Java System Application Server製品を使い始めるための入門
ガイド。

アクセシビリティー機能
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表 1–1 マニュアルセットの内容 (続き)
マニュアル名 説明

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Installation
Guide』1

Sun Java System Application Serverソフトウェアとそのコンポー
ネントのインストール。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2配備計画ガイ
ド』

最適な方法で確実に Sun Java System Application Serverを導入す
るための、システムニーズや企業ニーズの分析。Application
Serverを配備する場合に注意する必要がある一般的な問題と
懸案事項についても解説します。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Developer’s
Guide』

Sun Java System Application Server上で動作することを目的と
し、J2EEコンポーネントおよびAPIのオープン Javaスタン
ダードモデルに準拠した、Java 2 Platform, Enterprise Edition
(J2EETMプラットフォーム)アプリケーションの作成と実装。
開発ツール、セキュリティー、アセンブリ、配備、デ
バッグ、ライフサイクルモジュールの作成などについての全
般的な情報も提供します。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 J2EE Tutorial』

J2EEアプリケーションを開発するための J2EE 1.4プラット
フォームテクノロジおよびAPIの使用と、それらアプリケー
ションの Sun Java System Application Serverへの配備。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2管理ガイド』

Sun Java System Application Serverサブシステムおよびコンポー
ネントの、管理コンソールからの設定、管理、および配備。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)
管理ガイド』

高可用性データベースのための、インストール後の設定と管
理に関する解説。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Administration
Reference』

Sun Java System Application Server設定ファイル domain.xmlの編
集。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2アップグレー
ドと移行』

新しい Sun Java System Application Serverプログラミングモデル
へのアプリケーションの移行 (特にApplication Server 6および
互換バージョンおよび 7からの移行)。このマニュアルでは、
隣接する製品リリース間の相違点と、製品仕様との不一致を
招く可能性のある設定オプションについても説明します。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2パフォーマン
スチューニングガイド』

パフォーマンスを改善するための Sun Java System Application
Serverのチューニング。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2トラブル
シューティングガイド』

Sun Java System Application Serverにおけるトラブルの解決。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Error Message
Reference』

Sun Java System Application Serverのエラーメッセージの解決。

関連マニュアル
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表 1–1 マニュアルセットの内容 (続き)
マニュアル名 説明

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2 Reference
Manual』

Sun Java System Application Serverで使用できるユーティリ
ティーコマンド。マニュアルページのスタイルで記述されて
います。asadminコマンド行インタフェースも含みます。

1『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2 Installation Guide』は、Application Serverの
スタンドアロンインストールのために用意されています。

問題の報告とフィードバックの方法
Sun Java System Application Serverに問題が発生した場合は、次のいずれかの方法で
Sunのカスタマサポートにお問い合わせください。

■ フィードバック送信フォーム
(http://java.sun.com/docs/forms/J2EE14SubmittalForm.html) – Application Server
製品についてのフィードバックを送信するためのフォームです。

■ J2EE-INTERESTリスト
(http://archives.java.sun.com/archives/j2ee-interest.html) – J2EEに関する質
疑を扱うメーリングリストです。

■ Java Developer Connectionのバグデータベース (http://developer.java.sun.com/
servlet/SessionServlet?url=/developer/bugParade/index.jshtml) –バグを閲覧ま
たは報告するには、Java Developer Connection Bug Paradeをご利用ください。

■ Java Technology Forums (http://forum.java.sun.com/) – Javaのテクノロジとプログ
ラミング技法に関する知識と疑問を共有するための対話型掲示板です。Sun Java
System Application Server Enterprise Edition 8.2製品について議論するには、ここの
J2EE SDKフォーラムをご利用ください。

■ Sun Software Support Services (http://www.sun.com/service/sunone/software) –
Knowledge Base、オンラインサポートセンター、および Product Tracker、さらには
保守プログラムやサポートに関する問い合わせ番号へのリンクが記載されていま
す。

■ 保守契約先に電話連絡してください。最善の問題解決のため、サポートに連絡す
る際には次の情報をご用意ください。

■ 問題が発生した状況および操作への影響などの、問題の具体的説明

■ マシン機種、OSバージョン、および製品のバージョン (問題に関係するパッチ
およびその他のソフトウェアを含む)

■ 問題を再現するための具体的な手順の説明

■ エラーログまたはコアダンプ

問題の報告とフィードバックの方法
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コメントの送付先
Sunでは、マニュアルの改善に努めており、お客様のご意見、ご提案をお待ちしてお
ります。

http://docs.sun.comにアクセスして「コメントの送信」をクリックしてください。
オンラインフォームでは、マニュアルのタイトルと Part No.をご記入ください。Part
No.は、7桁か 9桁の番号で、マニュアルのタイトルページまたは最初のページに記
載されています。たとえば、このリリースノートの場合、タイトルは『Sun Java
System Application Server Enterprise Edition 8.2リリースノート』、Part No.は 820-1802
です。

補足情報
以下の場所から有益な情報を入手することができます。

■ Application Serverの製品情報
(http://wwws.sun.com/software/products/appsrvr/home_appsrvr.html)

■ Application Serverの製品マニュアル (http://docs.sun.com/db/prod/s1appsrv#hic/)
■ Sun Java Systemマニュアル (http://docs.sun.com/prod/java.sys)
■ Sun Java Systemプロフェッショナルサービス

(http://www.sun.com/service/sunps/sunone)
■ Sun Java Systemソフトウェア製品とサービス (http://www.sun.com/software)
■ Sun Java System Software Support Services

(http://www.sun.com/service/sunone/software)
■ Sun Java SystemサポートとKnowledge Base

(http://www.sun.com/service/support/software)
■ Sunサポートおよびトレーニングサービス (http://training.sun.com)
■ Sun Java Systemコンサルティングとプロフェッショナルサービス

(http://www.sun.com/service/sunps/sunone)
■ Sun Java System開発者情報 (http://developers.sun.com)
■ Sun開発者サポートサービス (http://www.sun.com/developers/support)
■ Sun Java Systemソフトウェアトレーニング

(http://www.sun.com/software/training)
■ Sun Software Data Sheets (http://wwws.sun.com/software)
■ Sun Microsystemsの製品マニュアル (http://docs.sun.com/)

補足情報
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Application Server Enterprise Edition 8.2につ
いて

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2は、大規模な本稼働環境を持つ
J2EEアプリケーションおよび JavaテクノロジベースのWebサービスを開発および配
備するための、J2EE 1.4プラットフォーム互換サーバーです。

この章では、次の内容について説明します。

■ 9ページの「8.2 Releaseの新機能」
■ 11ページの「ハードウェアとソフトウェアの要件」
■ 17ページの「Enterprise Edition 8.2リリースで修正されたバグ」
■ 19ページの「HADBに関する追加情報」
■ 22ページの「Application Server製品リリース」
■ 22ページの「互換性について」
■ 24ページの「J2EEのサポート」
■ 25ページの「サポートされている別の Javaバージョンへの切り換え」
■ 26ページの「高パフォーマンス」
■ 26ページの「スケーラビリティー」
■ 26ページの「JavaServer Faces 1.1のサポート」

8.2 Releaseの新機能
Application Server Enterprise Edition 8.2には、次の拡張機能が含まれています。
■ 改善された管理機能— Application Serverでは、複数のマシンで構成される複雑な
エンタープライズ配備を、セキュリティー保護された状態でリモート管理できま
す。このリモート管理には、ブラウザベースのコンソールか、スクリプトを使用
できるコマンド行インタフェースを使うことができます。また、セキュリティー
保護された状態でリモートから管理および監視機能にプログラムアクセスするた
めの JMXベースの豊富なAPIも用意されています。

■ Message Broker – Application Serverには、高可用性、信頼性、高パフォーマンス、
およびスケーラブルなメッセージングを実現する統合エンタープライズクラスの
メッセージブローカが含まれています。

2第 2 章
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■ Message Queue 3.7 UR 1 – Application ServerにMQ 3.7 UR 1が実装されるようになり
ました。

■ プラットフォームサポートの拡張 –サポートするオペレーティングシステム、
データベース、ロケール、およびハードウェアが追加されています。

■ Sun Java Enterprise System – Sun Java Enterprise Systemの主要な構成要素として、
Application Serverはポータルサービスおよびネットワークアイデンティティー
サービスと緊密に統合されています。

■ 移行ツールとアップグレードツール –これらのツールにより、J2EEアプリケー
ションの規格適合性および移植性を保証し、別の J2EE Application Server (JBoss、
WebLogic、WebSphere)からの移行に役立ち、以前のバージョンの Sun ONE
Application Serverや iPlanet Application Serverからのアップグレードを支援すること
が可能になります。

■ Java 2 Standard Edition 5.0のサポート – Application Serverは、管理および監視のた
めの拡張機能とパフォーマンスおよびスケーラビリティーについての改善点を数
多く含む Java 2 Standard Edition 5.0をサポートしています。

■ Java Web Services Developer Pack 1.6 (JWDSP)のプラグインサポート –すべての
JWSDPプラグインがサポートされるようになりました。JWSDP 1.6は
http://java.sun.com/webservices/downloads/1.6/index.htmlから無料でダウン
ロードできます。

■ Java DBデータベースのサポート – Application Serverには、Apache Derby
(http://db.apache.org/derby/)ベースの Java DBデータベースが含まれています。
Pointbaseデータベースとの下位互換性は維持されていますが、Application Server
で作成した新しいデータベースではデフォルトで Java DBを使用します。
Application Server 8.1 PEまたは 8.1 EEからアップグレードしたあとは、既存のドメ
インでは引き続き PointBaseデータベースを使用しますが、アップグレード後に作
成した新しいドメインでは Java DBを使用します。

■ JDBCドライバ – Application Serverには、Sunの JDBCドライバが付属していま
す。

■ Webサービスセキュリティー –これらのコンテナメッセージのセキュリティーメ
カニズムは、SOAP Webサービス呼び出しのメッセージレベルでの認証 (たとえば
XML電子署名および暗号化)を、OASIS WS-Security規格のX509およびユーザー
名/パスワードのプロファイルによって実装しています。

■ WS-I Basic Profile 1.1 – J2EE 1.4の仕様で規定されているように、このリリースは
Webサービスアプリケーションの相互運用を可能にするためのWeb Services
Interoperability (WS-I) Basic Profile 1.1を実装しています。

■ iWayアダプタによるバックエンド接続 – Sun Microsystemsは、現時点で 22の iWay
アダプタを、主要なバックエンドシステム (SAP、Siebel、Oracle、CICS、および
IBM MQ Series)向けに再販およびサポートしています。これは、Application Server
環境内から既存の ITアプリケーションを利用できるようにするためです。これら

8.2 Releaseの新機能
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のアダプタは、J2EE Connector Architecture 1.5仕様とWebサービス (SOAP)規格を
サポートしており、バックエンドアプリケーションに接続するための時間を節減
する開発者ツールを含んでいます。

■ 最新のHADB管理システム – UNIX®プラットフォームは、新しい高可用性データ
ベース (HADB)管理システム (HADB Version 4.4.2–7)を備えています。このシステ
ムには、データベースサーバー、ODBC 2.5ドライバ、JDBC 3.0 Type 4のドライ
バ、clusql (SQL文の入力と実行を行うための対話型プログラム)、および管理シ
ステムが含まれています。このバージョンにより、SSHやRSHに依存することが
なくなりますが、UDPマルチキャスト用にネットワークを設定する必要がありま
す。HADBの要件と制限事項の詳細は、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)管理ガイド』を参照してください。

■ 動的コンテンツテクノロジのサポートの中止 – CGIや SHTMLなどの動的コンテ
ンツテクノロジは、サポートされなくなりました。

ハードウェアとソフトウェアの要件
ここでは、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2製品をインストール
する前に満たしている必要のある要件を示します。

■ 11ページの「プラットフォーム要件」
■ 12ページの「重要パッチ情報」
■ 12ページの「JDBCドライバとデータベース」
■ 13ページの「バンドルされている Java DBデータベースの使用」
■ 15ページの「Webサーバー」
■ 15ページの「ブラウザ」
■ 15ページの「HADBの要件とサポートされているプラットフォーム」

プラットフォーム要件
次の表に、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2製品でサポートされ
ているオペレーティングシステムを示します。また、Application Serverをインストー
ルして実行するための最小および推奨のメモリー要件も示します。

ハードウェアとソフトウェアの要件
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表 2–1 Sun Java System Application Server 8.2のプラットフォーム要件

オペレーティングシステム
最小メモ
リー 推奨メモリー

最小ディスク
容量

推奨ディスク容
量 JVM1

Windows 2000 Advanced
Server SP4

Windows XP SP2

Windows 2003 Enterprise
Server SP1 (32 bit)

Windows 2003 Enterprise
Server SP1 (64 bit)

1Gバイ
ト

2Gバイト 500Mバイ
トの空き領
域

1Gバイトの
空き領域

J2SE 1.4.2_10、
J2SE 5_06

1 サポートされるのは、64ビットではなく 32ビットの JVMだけです。

注 – Microsoft WindowsプラットフォームでApplication Serverを実行している場合は、
FATや FAT32ではなくNTFSファイルシステムを使用する必要があります。

重要パッチ情報
現時点で Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2に必要なパッチについ
ては、http://sunsolve.sun.com にアクセスして「app server 8.1 patch」を検索して
ください。Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2のリンクをたどりま
す。オペレーティングシステムのパッチ要件に変更があり、Java Enterprise Systemコ
ンポーネントのパッチが利用可能になった場合、更新は SunSolveSM Webサイトから
入手できます。最初は、推奨パッチクラスタの形式で提供されます。

JDBCドライバとデータベース
Sun Java System Application Serverは、対応する JDBCドライバを備えた任意のDBMS
への接続をサポートするように設計されています。Sunがテストし、J2EE準拠の
データベース設定を行うのに使用できることが確認されたコンポーネントを、次の
表に示します。

表 2–2 J2EE互換 JDBCドライバ

JDBCベンダー JDBCドライバのタイプ サポートされるデータベースサーバー

i-net Software Type 4 Oracle® 8.1.7、9i、9.2.0.3+、10.1.x、10.2.x

Sybase ASE 12.5

Microsoft SQL Server 2000 4.0 Service Pack 1

ハードウェアとソフトウェアの要件
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表 2–2 J2EE互換 JDBCドライバ (続き)
JDBCベンダー JDBCドライバのタイプ サポートされるデータベースサーバー

IBM Type 2 IBM DB2 8.1 Service Pack 3+

Java DB Type 4 Apache Derby 10.1.2.1

PointBase Type 4 PointBase Network Server 5.2

DataDirect Type 4 Oracle (R) 8.1.7、9i、9.2.0.3+、10.1.x、10.2. x

Sybase ASE 12.5.2

Microsoft SQL Server

IBM DB2 8.1 Service Pack 3+

MySQL Type 4 5.x

Sun Java System JDBC Driver
for Oracle

Type 4 Oracle (R) 9.2.0.3、10G

Sun Java System JDBC Driver
for DB2

Type 4 IBM DB2 8.1 Service Pack 3+

Sun Java System JDBC Driver
for Sybase

Type 4 Sybase ASE 12.5.2

Sun Java System JDBC Driver
for Microsoft SQL Server

Type 4 Microsoft SQL Server 2000 4.0 Service Pack 1

Oracle Type 4、Type 2 Oracle (R) 9.2.0.3、10G

バンドルされている Java DBデータベースの使用
この節では、Application Server 8.2にバンドルされている Java DBデータベースの実装
を使用する手順について説明します。

■ 13ページの「Java DBデータベースの起動と停止」
■ 14ページの「Java DBユーティリティースクリプト」

Java DBデータベースの起動と停止
Sun Java System Application Server 8.2には、Java DBネットワークサーバーの起動と停
止を行うための 2つの新しい asadminコマンドが導入されています。

■ start-databaseコマンドを使用すると、Java DB Network Serverのインスタンスを
起動できます。

start-database [--dbhost 0.0.0.0] [--dbport 1527] [--dbhome "path/derby"]

ハードウェアとソフトウェアの要件
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ホストのデフォルト値は 0.0.0.0です。この値によって、Java DBは IP/ホスト名
のインタフェースと同様に localhostで待機できます。dbhomeプロパティーの値
は、Java DBデータベースの場所です。デフォルトの pathは
appserver_install_dir/derbyです。

■ asadmin stop-databaseコマンドを使用すると、実行中の Java DBネットワーク
サーバーのインスタンスをシャットダウンできます。

stop-database [--dbhost 0.0.0.0] [--dbport 1527]

Java DBユーティリティースクリプト
Application Server 8.2とともに出荷される Java DBの構成には、Java DBの使用に役立つ
便利なスクリプトも含まれます。appserver_install_dir
/derby/frameworks/NetworkServer/bin ディレクトリには、次の使用可能なスクリプ
トがあります。

■ startNetworkServer.ksh/bat :ネットワークサーバーを開始するスクリプト
■ stopNetworkServer.ksh/bat :ネットワークサーバーを停止するスクリプト
■ ij.ksh/bat :対話式の JDBCスクリプト記述ツール
■ dblook.ksh/bat :データベースのDDLの全部または一部を表示するスクリプト
■ sysinfo.ksh/bat : Java DB環境に関するバージョン情報を表示するスクリプト
■ NetworkServerControl.ksh/bat : NetworkServerControl APIでコマンドを実行する
ためのスクリプト

▼ Java DBユーティリティースクリプトを実行するために環境を設
定するには

appserver_install_dir/derbyディレクトリをポイントするように、DERBY_INSTALL環境変
数を設定します。

CLASSPATH環境変数の設定を解除します。

(省略可能)次のプロパティーも指定できます。

■ DERBY_SERVER_HOSTをネットワークサーバーの待機先ホストとして設定します。

0.0.0.0に設定すると、すべてのリスナーを有効にできます。

■ DERBY_SERVER_PORTをネットワークサーバーの待機先ポート番号として設定しま
す。

1

2

3
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Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2リリースノート (Windows版) • 2007年 2月14



これらのユーティリティーの詳細については、Derbyのツール
(http://db.apache.org/derby/docs/10.1/tools/)およびAdmin
(http://db.apache.org/derby/docs/10.1/adminguide/)に関するガイドを参照してく
ださい。

Webサーバー
ここでは、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2向けにサポートされ
ているWebサーバーを示します。

表 2–3 サポートされているWebサーバー

Webサーバー バージョン オペレーティングシステム

Sun Java System Web Server 7 Windows 2000 Advanced Server SP4

Windows XP SP2

Windows 2003 Enterprise Server SP1 (32-bit)

Windows 2003 Enterprise Server SP1 (64-bit)

ブラウザ
ここでは、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2でサポートされてい
るブラウザを示します。

表 2–4 サポートされているWebブラウザ

ブラウザ バージョン

Mozilla 1.4、1.5、1.6、1.7.x

Netscape NavigatorTM 4.79, 6.2, 7.0, ***

Internet Explorer 5.5 Service Pack 2、6.0

Firefox ***

HADBの要件とサポートされているプラット
フォーム
11ページの「ハードウェアとソフトウェアの要件」に示されている要件に加えて、
システムが、下に示されているHADBを実行するための要件を満たしていることを
確認してください。

■ 16ページの「サポートされるプラットフォーム」

参照
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■ 16ページの「HADBサーバーホストの要件」
■ 16ページの「HADB管理ホストの要件」
■ 16ページの「HADBクライアントホストの要件」

注 –システムの Javaコンポーネントは JDK 1.4.2_02を使用して構築され、システムは
JDK 1.5上でテストされています。

サポートされるプラットフォーム
■ Microsoft Windows – Microsoft Windows 2000 Advanced Server Service Pack 4および

Microsoft Windows 2003 Enterprise Edition。HADBが、間もなく登場する、64
ビットモードのMicrosoft Windowsオペレーティングシステムバージョンをまった
くサポートしていないことに注意してください。

HADBサーバーホストの要件
■ 最小メモリー –ノードあたり 512Mバイト。
■ 最小空きディスク容量 –ホストあたりHADBバイナリ用に 70Mバイト。このほか
に、データデバイス用にもディスク容量が必要で、テストインストール用にノー
ドあたり 512Mバイトが必要です。

■ 推奨メモリー –ノードあたり 1Gバイト。
■ 推奨空きディスク容量 –ホストあたりHADBバイナリ用に 70Mバイト。このほか
に、データデバイス用にもディスク容量が必要で、テストインストール用にノー
ドあたり 1200Mバイトが必要です。

HADB管理ホストの要件
■ 最小メモリー – 128Mバイト
■ 最小空きディスク容量 –ノードあたりHADBバイナリ用に 70Mバイト

HADBクライアントホストの要件
■ 最小メモリー – 120Mバイト
■ 最小空きディスク容量 – 20Mバイト

ハードウェアとソフトウェアの要件
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Enterprise Edition 8.2リリースで修正されたバグ
ここでは、お客様から報告された問題のうち、Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2製品で解決されたものを示します。

バグ番号 説明

4887079 配備と配備の取り消し、および配備されているアプリケーションの検索
を実行するためのプログラミングAPI。

4911462 ポートが使用可能な範囲を外れているときの正しくないメッセージ。

4918535 sun-appserv-deploy()が、 createAndDropTables()をサポートするフラグ
を取らない。

4939749 xml:()lang()値は、Deploytoolによって自動的に挿入されるべきではな
い。

4946914 クラスタに対する配備サポート。

4979136 ディレクトリベースの配備によって、アプリケーションがバックアップ
ディレクトリにコピーされる。

4987274 Beanのリモートインタフェースに Util()という名前が付いていると、配
備が失敗する。

4988818 J2SE 1.5が使用されていると、透過的持続性ランタイムテストが失敗す
る。

4992295 コマンド行インタフェースでのシステムコンポーネントの配備は成功す
るが、サーバーのログファイルにエラーが記録される。

4994790 precompilejsp=trueを使用して配備された JSPが、sun-web.xmlでコンパイ
ラフラグを使用しない。

4996876 ベリファイアと、verify=trueによる配備のレポートが異なる。

5003356 最新の server.policyファイルアップデートがUpgradetoolによって処理
されない。

5006854 asadmin deploy --virtualserversが配備に失敗する。

5007309 HTTPリスナーアクセプタスレッドに対する不適切なデフォルト値。

5008941 アプリケーションが配備取り消しの後で再度配備されたとき、JSR88の起
動操作が失敗する。

5016848 Windowsで、JDK JARファイルキャッシュと開いているファイルに
よって、一部の再配備が妨げられる。

5017956 JARモジュールレベルでの list -mによって EJBが表示されない。

5030425 deploydirコマンドで security-role-mappingの変更が無視される。

Enterprise Edition 8.2リリースで修正されたバグ
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バグ番号 説明

5041343 servlet-mapping url-pattern- -directoryが常に /で囲まれているかどう
かがチェックされない。

5046120 大規模アプリケーションの配備中に SEVEREログメッセージが出力され
る。

6041268 HTTP TRACEを無効にする機構がない。

6062410 地域対応化されたマシンで、Upgradetoolが英語で起動される。

6067341 Webアプリケーションで ejb-refsを使用して deploydirコマンドを実行
すると、リモートインタフェースの rmicで失敗する。

6152752 SPEC J2004テストの実行中に outofbound例外がログに記録される。

6154949 接続検証が機能しない。

6157310 関係管理中に、ランタイムで「Collection」フィールドが再読み込みさ
れる。

6165491 ドメインがデフォルトドメインとは別のパスに作成されていると、ドメ
インの起動に失敗する。

6171667 ライフサイクルモジュールのプロパティー要素が domain.xmlに作成され
ない。

6171729 MDBの配備中に、文字列でない RA ActivationSpecプロパティーで
IllegalArgumentExceptionが発生する。

6172178 OSS/J TT TCKで、リモートアプリケーションサーバーからの JMS接続
ファクトリの取得に失敗する。

6172589 セキュリティーマネージャーの呼び出しの最適化。

6183492 [DataDirect] DB2:一部の透過的持続性アプリケーションサーバーテスト
で、EJBの呼び出し中に例外がスローされて失敗する。

6184864 OR演算子を使用した EJBQLクエリーで結果が返されない。式の単一値
CMRは nullとなる。

6197393 Deploytoolで、配備記述子にmessage-destination要素が作成されないこと
がよくある。

6198796 アプリケーションを配備する場合、EEサンプルの asadminコマンドに
availabilityenabled=true()オプションを含める必要がある。

6198981 クラスパスに xalan.jarファイルがないと、ドロップダウンが空にな
り、Webサービスウィザードが失敗する。

6199076 asantスクリプトを使用して、Duke書店サンプルのフェイルオーバーテ
ストを実行できない。

Enterprise Edition 8.2リリースで修正されたバグ

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2リリースノート (Windows版) • 2007年 2月18



バグ番号 説明

6202363 mq-failoverサンプルアプリケーション内の 1つの antターゲットで、ク
ラスタ名がハードコードされている。

6202606 JMSとMessage Queueの間の SSL JMSに JMSサービス設定を使用できな
い。

6206176 Application Server 8.1で、startservおよび stopservにアクセス権 755が必
要である。

6207297 デフォルトの SSLポート番号 (443)を使用しないでApplication Serverにア
クセスすると動作しない。

6207862 asadmin create-domain --helpによって生成された一部が正しくない。

6363339 managementwsサンプルで、MANIFEST.MFの参照を castor-0.9.3.9-xml.jar

から castor-0.9.9.1.jarに更新する必要がある。

6372759 AS v8.2 Startupによって、特定の Javaシステムプロパティーが適切に処理
されない。

HADBに関する追加情報
ここでは、Application Server 8.2に含まれているHADB実装に関する重要な追加情報
を示します。

■ 19ページの「HADBの拡張機能」
■ 20ページの「既知の SQLの制限事項」
■ 21ページの「高可用性負荷分散」

HADBの拡張機能
■ データベース管理に使用するパスワードの変更を可能にするために、新しい管理
コマンド hadbm setadminpasswordが実装されました。このコマンドは、使用する
管理エージェントを示すオプションと、古いパスワードおよび新しいパスワード
を取ります。詳細は、hadbm setadminpasswordのマニュアルページを参照してく
ださい。

■ 既存の管理コマンド hadbm listpackagesが変更されています。以前、このコマン
ドはオペランドを取らず、関連する管理ドメイン内のすべてのパッケージを表示
していました。変更によって、オプションのパッケージ名オペランドが導入さ
れ、その名前を持つパッケージのみが表示されます。そのオペランドが指定され
ない場合は、すべてのパッケージが表示されます。詳細は、hadbm listpackages

のマニュアルページを参照してください。

HADBに関する追加情報
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■ 既存の管理コマンド hadbm createdomainが変更されています。hostlistオペランド
が、管理エージェントのポート番号も指定できるように拡張されました。この方
法により、hostlistオペランドのみを使用してドメインが完全に指定されます。下
位互換性のために、以前の動作も引き続きサポートされています。詳細は、
hadbm createdomainのマニュアルページを参照してください。

■ 管理システムからのエラーメッセージの一部が変更されています。これらの変更
は、エラーメッセージのわかりやすさ、一貫性、および正確性を向上させること
を目的にしています。実際の変更は、このリリースノートには示されていませ
ん。

■ インストールとアンインストールの動作が若干変更されています。HADBのイン
ストールまたはアンインストールでは、リンク /opt/SUNWhadb/4が常に保持され
るべきですが、必ずしもそのとおりにはなっていません。

■ コマンド行でパスワードをコマンドオプションとして入力する場合があります
が、この方法は推奨されません。これは、パスワードをコマンド行オプションと
して受け入れるすべての hadbmコマンドに適用されます。hadbmコマンドでは、従
来より、パスワードを次の方法で入力できるようになっています。

1. パスワードファイル
2. コマンド行オプション
3. 対話型の入力

コマンド行オプションは安全でないと見なされるため、推奨されません。この方
法でパスワードが入力されると、警告メッセージが表示されます。代わりに、パ
スワードファイルまたは対話型出力を使用します。これは、コマンド行のパス
ワードオプションを受け入れるすべての hadbmコマンドに適用されることに注意
してください。

■ HADBは、JGroups Version 2.2を使用するようにアップグレードされており、その
ソースコードはHADBとともに配布されます。以前のHADBバージョンからのオ
ンラインアップグレードをサポートするために、JGroups 2.1および 2.2の両方が
HADBとともに提供されます。JGroups 2.1の場合は、バイトコードのみが提供さ
れます。

既知の SQLの制限事項
■ テーブルで UNIQUE二次インデックスを作成することはできません。
■ 式 (DISTINCT列)は、これが選択された唯一の式でないかぎり、収集式では許可
されません。

■ すべてのテーブルは主キーを指定して作成する必要があります。すなわち、主
キーのないテーブルはサポートされていません。

■ FULL OUTER JOIN はサポートされていません。
■ テーブルサブクエリーである INサブクエリーはサポートされていません。次に例
を示します。

HADBに関する追加情報
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SELECT SNAME FROM S WHERE (S1#,S2#) IN (SELECT S1#,S2# FROM SP

WHERE P#=’P2’)

■ NOT NULLと PRIMARY KEY以外の制約はサポートされていません。
■ リソースに新規所有者を割り当てることができます。ただし、この変更を行う場
合、現在の所有者に付与されている特権は新しい所有者に付与されません。

■ 2つ以上の NOT EXISTSサブクエリーが入れ子にされていて、各サブクエリーがク
エリーの外部レベルと直接関連していないクエリーはサポートされません。

■ 列の特権はサポートされていません。
■ 行の値コンストラクタは、VALUES句でのみ許可されています。
■ 行の値コンストラクタでは、サブクエリーは値式とは見なされません。
■ 主キーを作成するとき、次のデータ型は使用できません。

■ REAL

■ FLOAT

■ DOUBLE PRECISION

■ DECIMAL

■ NUMERIC

高可用性負荷分散
Application Serverには、以下のためのロードバランサ機能が組み込まれています。

■ HTTP、IIOP、および JMSクライアント
■ HTTPセッションのフェイルオーバーサポート
■ EJBクラスタリングおよびフェイルオーバーサポート
■ 高可用性 EJBタイマー
■ 分散トランザクションの回復
■ アプリケーションのローリングアップグレードのサポート
■ J2EEアプリケーションの一時的な状態を格納する高可用性データベース

可用性により、クラスタ内のApplication Serverインスタンスのフェイルオーバー保護
が可能になります。あるApplication Serverインスタンスがダウンすると、そのサー
バーに割り当てられていたセッションを別のApplication Serverインスタンスが引き継
ぎます。セッション情報は、HADBに格納されます。HADBは、HTTPセッションの
持続性、ステートフルセッション Bean、およびシングルサインオン資格をサポート
します。

HADBに関する追加情報
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Application Server製品リリース
Application Server製品は、さまざまな方法で提供されます。次の表に、製品リリース
別の配布方法を示します。

Application Server製品リリース 配布方法

Sun Java Enterprise System内のApplication Server Enterprise Editionコン
ポーネント

ファイルベースの配布

SunSolve経由でパッチのインストールが必要

Application Server Standardおよび Enterprise Editionスタンドアロン製
品

ファイルベースおよびパッケージベースの配布

互換性について

Deploytool
Deploytoolは使用できなくなります。これと等価な機能はNetBeans IDEにあります。
この詳細および移行の計画について
は、http://www.netbeans.org/kb/41/j2ee-tut/index.htmlにあるNetBeans 4.1用
の『J2EE 1.4 Tutorial』を参照してください。

ベリファイア
■ ベリファイアの GUIモード (verifier -uで起動される)は使用できなくなりま
す。これと等価な機能はNetBeans IDEにあります。

■ ベリファイアツールを使用する場合のアプリケーション確認のデフォルトモード
は、「J2EEルールの確認」から「J2EEルールおよび Sun Application Server設定
ルールの確認」に変更されます。つまり、ベリファイアはデフォルトでは、アプ
リケーションが J2EEルールを満たしているかどうか、および Sun Application
Server上で動作するように設定されているかどうかをテストします。ベリファイ
アコマンドには、J2EEルールのみに関してアプリケーションをテストするための
コマンド行スイッチが用意されます。

クラスローダの変更
現在のリリースでは、domain.xml (アプリケーションサーバーの設定ファイル)の
classpath-prefix、server-classpath、および classpath-suffix属性に追加された
JARおよびディレクトリエントリは、JVMシステムクラスパスでも使用できます。

Application Server製品リリース
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この動作に依存しているアプリケーションは、クラス java.lang.ClassLoaderの次の
メソッドを使用して、JVMシステムクラスパスのクラスやその他のリソースにアク
セスしている可能性があります。

■ getSystemClassLoader()

■ getSystemResource()

■ getSystemResourceAsStream()

■ getSystemResources

次のメジャーリリースでは、classpath-prefix、server-classpath、および
classpath-suffixに追加された JARおよびディレクトリエントリは、JVMシステム
クラスパスでは使用できなくなります。アプリケーションが前述のいずれかのメ
ソッドを使用している場合は、システムクラスパスでリソースが使用できることを
前提としていない等価なメソッドを使用することを強くお勧めします。JVMシステ
ムクラスパスに依存しない等価なメソッドは、java.lang.ClassLoaderにあり、可能
な場合は使用するようにしてください。次に例を示します。

例 2–1 古いコード

java.net.URL url = ClassLoader.getSystemResource

("com/acme/tools/tools.properties");

例 2–2 推奨される変更

java.net.URL url = this.getClass().getClassLoader().getResource

("com/acme/tools/tools.properties");

コードを変更できない場合は、次のリリースで追加される、JVMシステムクラスパ
スを設定するための新しい設定オプションの使用を選択することもできます。

Webサービスのセキュリティー設定
Webサービスのセキュリティーは、wss-client-config.xmlおよび
wss-server-config.xmlファイルを使用して設定できます。これらの設定ファイルの
内容や名前は変更される可能性が高いことに注意してください。ただし、等価な機
能は引き続き使用できます。

互換性について
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J2EEのサポート
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2は、J2EE 1.4プラットフォームを
サポートしています。J2EE 1.4プラットフォームで利用できる拡張APIを、次の表に
示します。

表 2–5 J2EE 1.4プラットフォームで使用可能なAPI

API 説明

コンポーネント

ApplicationおよびApplication
Client

XMLスキーマによる標準配備記述子の実装

Enterprise JavaBeans (EJB) 2.1 タイマーサービスと EJB Webサービスエンドポイント

Java Servlet 2.4 Webサービスエンドポイントのフィルタ

JavaServer Pages (JSP) 2.0アー
キテクチャー

式言語とタグライブラリ

J2EE Connector Architecture
1.5

着信リソースアダプタと Java Message Service (JMS)プラグイン可能
性

Webサービス

Java Web Services Developer
Pack 1.5

XMLアプリケーション、Webサービス、およびWebアプリケー
ションを構築、テスト、および配備するための統合ツールキット

Java API for XML-based Remote
Procedure Calls (JAX-RPC) 1.1

WSDLと Javaテクノロジのマッピングと、Webサービスクライアン
トおよびエンドポイントの開発のサポート

WS-I Basic Profile 1.0 WSDLと SOAPによる相互運用の有効化要素

SOAP with attachment API for
Java (SAAJ) 1.2

SOAPベースのメッセージングのためのAPI。添付ファイル付きの
SOAPメッセージの作成を可能にします。

Java APIs for XML Registries
(JAXR) 1.0

Universal Description Discovery and Integration (UDDIおよび ebXML)
などのXMLレジストリにアクセスするための統一された標準API

その他

J2EE Deployment 1.1 J2EEのコンポーネントおよびアプリケーションの配備を可能にす
る標準API

J2EE Management 1.0 J2EEプラットフォームを管理するための情報モデルの定義

Java Management Extensions
(JMX) 1.2

標準的な管理API

Java Authorization Contract for
Containers (JACC) 1.0

J2EE Application Serverと認証ポリシープロバイダとの間でのセ
キュリティー規約の定義

J2EEのサポート
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表 2–5 J2EE 1.4プラットフォームで使用可能なAPI (続き)
API 説明

Java API for XML Processing
(JAXP) 1.2

XMLドキュメントの解析および変換を可能にするAPI。XMLス
キーマの処理もサポートします。

JMS 1.1 J2EEアプリケーションコンポーネントによるメッセージの作成、
送信、受信、読み取りを可能にするメッセージング標準。キューお
よびトピック用の統一されたAPIもサポートします。

JavaMail 1.3 メールシステムをモデル化する抽象クラスの集合。APIへのマイ
ナーアップデートも含まれます。

サポートされている別の Javaバージョンへの切り換え
Sun Java System Application Server 8.2では、基盤となる JVMとして J2SE 5.0または互換
バージョンが必要です。Javaのバージョンを切り替える場合は、Windows OSと
UNIX OSの両方で次の手順を実行します。

▼ サポートされている別の Javaバージョンへ切り換
えるには

必要に応じて、Java SDK (JREではない)をダウンロードしてインストールします。
Java SDKは、http://java.sun.com/j2seからダウンロードできます。

Application Serverを完全に停止します。
次のコマンド行が使えます。

ApplicationServer-base\bin\asadmin.bat stop-domain

または、管理コンソールのGUIで次の手順に従います。

a. 「アプリケーションサーバー」ノードをクリックします。

b. 「インスタンスの停止」をクリックします。

install_dir\config\asenv.confファイル (Windowsでは asenv.bat)を編集して、新し
い J2SEのホームディレクトリをポイントするように AS_JAVAの値を変更します。

as-install\samples\common.propertiesファイルを編集して、新しい J2SEのホーム
ディレクトリを参照するように com.sun.aas.javaRoot...で始まる行を変更します。

Application Serverを再起動します。
ApplcationServer-base\bin\asadmin.bat start-domain

1

2

3

4

5

サポートされている別の Javaバージョンへの切り換え
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高パフォーマンス
Application Serverは、高パフォーマンスの EJBコンテナ、Webコンテナ、およびWeb
サービスを組み込んでおり、Sun Java System Message Queueソフトウェアによる並行
メッセージデリバリをサポートします。

スケーラビリティー
Application Serverは、サーバーインスタンスのクラスタ化と負荷分散の要求による水
平方向のスケーラビリティーをサポートします。同時に、マルチプロセッサの大規
模マシンをサポートする最大級の垂直方向スケーラビリティーも実現します。統合
メッセージブローカは、より高度なスケーラビリティーと可用性のためにクラスタ
化できます。HTTPクライアント、RMI/IIOPベースのリッチクライアントアプリ
ケーション、Webサービスクライアント、および JRMクライアントからのクライア
ントアクセスは、Application Serverクラスタに負荷分散できます。

JavaServer Faces 1.1のサポート
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2は、JavaServer Faces 1.1テクノロ
ジをサポートしています。JavaServer Facesテクノロジは、自身の状態、イベント、ハ
ンドリング、および入力チェックを管理するユーザーインタフェースコンポーネン
トに対応する一連のサーバーサイドAPIから成ります。これらのAPIは、ページナ
ビゲーションを規定し、国際化とアクセシビリティーをサポートします。JSPのカス
タムタグライブラリを使用して、カスタムUIコンポーネントを追加できます。

JavaServer Facesテクノロジで開発している間、開発チームの各メンバーは、処理の一
部分にだけ集中することができます。単純なプログラミングモデルでは、これらの
部分をつなぎ合わせることにより、ずっと効率的でシンプルな開発サイクルが実現
されます。

高パフォーマンス
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既知の問題点と制限事項

この章では、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2ソフトウェアに関
する既知の問題とそれに関連する回避策について説明します。問題の説明にプ
ラットフォームが明記されていない場合、その問題はすべてのプラットフォームに
当てはまります。この節は次の項目から構成されています。

■ 27ページの「管理」
■ 34ページの「アプリケーションクライアント」
■ 35ページの「付属の Sun JDBCドライバ」
■ 36ページの「コネクタ」
■ 37ページの「関連文書」
■ 39ページの「高可用性」
■ 43ページの「インストール」
■ 46ページの「J2EE Tutorial」
■ 47ページの「ライフサイクル管理」
■ 48ページの「ロギング」
■ 48ページの「メッセージキュー」
■ 49ページの「監視」
■ 50ページの「サンプル」
■ 52ページの「セキュリティー」
■ 52ページの「アップグレードユーティリティー」
■ 53ページの「Webコンテナ」

管理
ここでは、管理上の既知の問題とその解決方法を示します。
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Application Serverの「インストール時に自動的に
設定」オプションでロードバランサ機能がサポー
トされていない (6463858)
Application Serverの「インストール時に自動的に設定」オプションでは、ロードバラ
ンサ機能はサポートされていません。

対処方法:ロードバランサ機能はApplication Serverのインストール後に設定できま
す。

注 –ロードバランサ機能を設定するには、Application ServerとWeb Serverをシステム
にインストールしておく必要があります。

ロードバランサ機能を設定するには、次の手順を実行します。

1. レジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE -> Sun Microsystem -> EntSys -> Installer ->

Application Serverで、IS_LBの値を true、Cfgr_LBの値を falseに設定します。

2. setupディレクトリに移動します。

cd JavaES-Install-Dir\setup\

3. ASConfigure.batバッチファイルを実行します。

4. 指示に従って、適切な値を指定します。

注 – AS_LBプラグインの場合、Sun Java System Web Server [必須]と入力します。こ
れが Java ES 5でサポートされている唯一のプラグインであるためです。

5. システムをリブートします。

domain1が存在しない場合、package-appclientス
クリプトが動作しない (ID 6171458)
デフォルトでは、 asenv.confによって参照される domain1の AS_ACC_CONFIG変数の
ハードコードされた値が JavaES-Install-Dir \lib\lib\package-appclient.xmlにありま
す。 domain1を削除して新たなドメインを作成した場合、AS_ACC_CONFIG変数は新た
なドメイン名で更新されません。その結果、package-appclientスクリプトの処理が
失敗します。

管理
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解決方法
次のいずれかの操作を行います。

■ domain1はそのままにしておき、その前後に別のドメインを作成します。
■ domain1を削除し、JavaES-Install-Dir \lib\lib\package-appclient.xmlで domain1用
にハードコードされた値を、新たなドメイン名で置き換えます。domain1がない
場合、新たなドメインが作成されるたびにこの手順を行う必要があります。

負荷分散プラグインをインストールすると、既存
のプラグインが上書きされる (ID 6172977)
7.1EEなどからすでにロードバランサプラグインがインストールされている
Application Serverのインストールに対して負荷分散プラグインをインストールする
と、プラグインを実行する新しいサーバーインスタンスを作成しても、メッセージ
の表示なしで既存のロードバランサが 8.2EEプラグインに置き換えられます。

プラグインファイルは、デフォルトで install_dir /plugins/lbpluginディレクトリ
の下にインストールされるため、1つのApplication Serverインストールで使用できる
プラグインは 1つのバージョンだけになります。コンソールインストーラはアンイ
ンストールが実行されていることを示すメッセージを表示しますが、このメッセー
ジは見逃しやすいことに注意してください。

解決方法
だれもがこの問題を経験するわけではありません。この問題が発生した場合は、古
いApplication Serverインストールを削除して、アップグレードインストールではなく
新規インストールを実行してください。

Java ES 2 Application Server 7と比べると、Java ES 3
Application Server 8.2の asadminスクリプトにいく
つかの変更がある (ID 6189433、6189436)
Application Server 7および互換バージョンと比較して、Application Server 8.2では
asadminコマンドにいくつかの変更が加えられました。たとえば、Application Server 7
および互換バージョンでは、サーバーインスタンスを起動するコマンドは次のよう
になります。

asadmin start-instance

バージョン 8.2では、次のコマンドを使用します。

asadmin start-domain --user admin domain1

管理

第 3章 • 既知の問題点と制限事項 29



最新の asadminコマンド構文の詳細については、次のマニュアルを参照してくださ
い。

■ 『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2管理ガイド』
■ 『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2 Reference Manual』
■ 『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2アップグレードと移行』

Application Serverのデフォルトポートが変更され
る (ID 6198555)
Java ES 2 Application Server 7および互換バージョンから Java ES 5 Application Server 8.2
にアップグレードする場合、デフォルトポートが変更されているために、非互換性
に関する問題またはエラーが発生することがあります。

バックアップしたドメインを別の名前で復元でき
ない (ID 6196993)
同一のApplication Serverインストール上では、backup-domainコマンドと
restore-domainコマンドを使用してドメインをミラーリングできません。これは、
asadmin restore-domainコマンドにドメイン名を変更するオプションがあるにもかか
わらず、元の名前ではない別の名前でドメインを復元できないからです。バック
アップされたドメインの名前を正常に変更したように見えても、名前を変更された
ドメインの起動は失敗します。ドメイン設定のエントリは変更されておらず、
startservおよび stopservは元のドメイン名を使用してパスを設定するからです。

解決方法
restore-domainで使用するドメイン名は、元の backup-domainコマンドで使用したド
メイン名と同じである必要があります。Application Server 8.2の backup-domainコマン
ドと restore-domainコマンドが動作するのは、同一マシンで同一ドメインをバック
アップおよび復元する場合だけです。

JMXエージェントを追加したApplication Serverの
起動はサポートされていない (ID 6200011)
J2SE 1.4.x、5.0および互換バージョンをApplication Serverで設定できます。J2SE 5.0プ
ラットフォームの重要な特徴は、JMXエージェントを起動できることです。サー
バーの起動時にシステムプロパティーを明示的に設定すると、JMXエージェントが
アクティブになります。

以下に値の例を示します。

管理
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name="com.sun.management.jmxremote" value="true"

name="com.sun.management.jmxremote.port" value="9999"

name="com.sun.management.jmxremote.authenticate" value="false"

name="com.sun.management.jmxremote.ssl" value="false"

JMXプロパティーを設定してサーバーを起動すると、Application Server VM内で新し
い jmx-connectorサーバーが起動します。この場合は、望ましくない副作用の 1つと
して、管理機能が悪影響を受け、Application Serverの管理GUIやCLIで予期しない結
果が発生することがあります。組み込みの jmx-connectorサーバーと新たな
jmx-connectorサーバーとの間で衝突が発生することが原因です。

解決方法
jconsoleまたは何らかの JMX互換クライアントを使用する場合には、Application
Serverとともに起動する標準の JMXコネクタサーバーを再利用することを検討して
ください。

サーバーの起動時に、次に示すような行が server.logに作成されます。ここで指定
されている JMXServiceURLに接続し、資格を正常に指定した後、同様の管理および設
定操作を実行することができます。次に例を示します。

[#|2004-11-24T17:49:08.203-0800|INFO|sun-appserver-ee8.1|javax.enterprise.

system.tools.admin|_ThreadID=10;|ADM1501: Here is the JMXServiceURL for the

JMXConnectorServer: [service:jmx:rmi:///jndi/rmi://hostname:8686/management/
rmi-jmx-connector]. This is where the remote administrative clients should

connect using the JSR 160 JMX Connectors.|#]

詳細については、『 Sun Java System Application Server 8.2管理ガイド』を参照してくだ
さい。

どのWebサービスのエンドポイントURLを使用し
ても、ロードバランサの設定ファイルが作成され
ない (ID 6236544、6275436)
WebサービスのURLをエクスポートする EJBモジュールを含むアプリケーションを
使用してロードバランサを設定しても、作成された loadbalancer.xmlファイルに、
そのWebサービスのコンテキストルートが存在しません。

解決方法
1. loadbalancer.xmlファイルを編集して、作成されなかったWebモジュールを次の
ように追加します。

<web-module context-root="context-root-name"

disable-timeout-in-minutes="30" enabled="true"/>

管理
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2. context-root-name値を、EJBとして公開されたWebサービスのコンテキストルー
ト名に置き換えます。

設定内の Javaホームの設定が反映されない (ID
6240672)
Application Serverのドメインまたはサーバーが、関連付けられた設定の java-config

要素の java-home属性によってポイントされる JDKを使用しません。

解決方法
該当のサーバーインストール内のすべてのドメインに対してApplication Serverプロセ
スが使用する JDKは、appserver-installation-dir /config/asenv.confファイルに
よって決まります。使用される JDKは、このファイル内のプロパティー AS_JAVAに
よって決まります。これはインストール時に設定されます。インストール後に別の
JDKをApplication Serverプロセスが使用するようにするには、別の JDKをポイントす
るようにこの値を編集します。この変更によって、このインストール内のすべての
ドメインが影響を受けることに注意してください。

注 – asenv.confファイルを手動で変更する場合は有効性がチェックされないため、変
更時には注意が必要です。AS_JAVAの値を修正する場合は、製品のマニュアルで JDK
のバージョンの最低限の要件を確認してください。

sun-appserv-adminを使用してApplication Server
を再起動すると、LoginExceptionエラーが発生す
る (ID 6288893)
この問題は %CONFIG_HOME%の間違った値によって発生します。

解決方法
1. 既存の名前 asantを asant.bakに変更します。

2. as_install /lib/install/templates/eeにある SE/EEバージョンの asant.template

ファイルを as_install /bin/ディレクトリにコピーし、このファイルの名前を asant

に変更します。

3. 新しくコピーされた as_install/bin/asantファイルを編集して、%CONFIG_HOME%

トークンを as_install /config値に置き換えます。
4. 元の asant.bakファイルに対して行なった手作業の変更がある場合は、それを新
しい asantファイルに結合します。

管理
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Application Serverのマニュアルに
.asadmintruststoreファイルが記述されていない
(ID 6315957)
このファイルがサーバー管理者の homeディレクトリに存在しないと、そのサーバー
上にホストされている特定のアプリケーションをアップグレードしたときに重大な
バグが発生する場合があります。

解決方法
■ 可能であれば、そのサーバーをインストールしたユーザーが asadmin

start-domain domain1コマンドを実行してください。

■ そのユーザーがこのコマンドを実行できない場合は、.asadmintruststoreを、イ
ンストールしたユーザーの homeディレクトリから実行中のユーザーの home

ディレクトリに移動またはコピーしてください。

■ このファイルをインストールユーザーの homeディレクトリから実行中のユーザー
の homeディレクトリに (コピーではなく)移動した場合は、アップグレードまたは
インストールしたユーザーの homeディレクトリに .asadminstruststoreファイル
が存在しなくなるため、バグ 6309079、6310428、および 6312869で説明されてい
るようなアプリケーションのアップグレードに関する問題が発生する可能性があ
ることに注意してください。

create-domainマスターパスワードに特殊文字が
含まれる場合、ドメインの起動が失敗する (ID
6345947)
ドメインのマスターパスワードにパーセント文字 (%)が含まれるときにドメインが起
動しません。

解決方法
ドメインのマスターパスワードにパーセント文字 (%)を含めないようにしてくださ
い。これは、新しいドメインを作成するとき、および既存のドメインのマスターパ
スワードを変更するときに適用されます。

管理
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magnus.confおよび obj.confでのロードバランサ
の設定変更が上書きされる (ID 6394181)
セキュリティー保護された http-listenerを作成し、lbpluginをインストールしたあ
とで、webserver_instance_dir/configディレクトリの下の magnus.confおよび obj.conf

ファイルが変更され、lbpluginの内容が削除されます。

インストーラは、ロードバランサプラグインのインストールの一部として、
Application Serverの magnus.confおよび obj.conf設定ファイルを変更します。
Application Server管理コンソールにログインし、ロードバランサがインストールされ
たインスタンスのインスタンス設定を管理しようとすると、Application Serverは、設
定の手動編集を検出したことを示す警告メッセージを表示します。この警告は、実
際にはインストーラによって加えられた変更を示しています。

解決方法
インストーラによって加えられた変更が上書きされていないことを確認します。

アプリケーションクライアント
ここでは、アプリケーションクライアントに関する既知の問題とその解決方法を示
します。

アプリケーションクライアントアーカイブのライ
ブラリ JARがMANIFESTファイルを上書きする (ID
6193556)
クライアント JAR (この場合は reporter.jar)内に最上位レベルの JARファイルがある
場合、クライアント JARを配備すると、その JARのMANIFESTファイルがクライア
ント JARのMANIFESTファイルを上書きします。

解決方法
ありません。

CGI-binや SHTML機能などの動的コンテンツ技術
がサポートされていない (ID 6373043)
CGI-binや SHTMLなどの動的コンテンツ技術はサポートされなくなりました。

アプリケーションクライアント
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解決方法
JSPおよびWebサービス技術を代わりに使用します。

付属の Sun JDBCドライバ
ここでは、Sunの JDBCドライバに関する既知の問題とその解決方法を示します。

TRANSACTION_SERIALIZABLE遮断レベルをMicrosoft
SQL Server向けの付属の Sunドライバとともに使
用するアプリケーションがハングアップする (ID
6165970)
この問題は、2つの並行トランザクションが実行中で、そのうちの 1つがロール
バックされた場合、準備済みの更新文を使ったときに発生することがあります。

解決方法
接続の遮断レベルを設定するには、対応する接続プールを同じ遮断レベルで作成し
ます。接続プールの設定の詳細については、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2管理ガイド』を参照してください。

PreparedStatementエラーが発生する (ID 6170432)

説明1
1つのトランザクションで 3000を超える PreparedStatementオブジェクトを生成する
場合、DB2では次のエラーが発生する可能性があります。

[sunm][DB2 JDBC Driver] No more available statements. Please recreate your

package with a larger dynamicSections value.

解決法1
次のプロパティーを接続プール定義に追加して、ドライバがDB2パッケージをより
大きな動的セクション値に再バインドするようにします。

createDefaultPackage=true replacePackage=true dynamicSections=1000

接続プールの設定については、『Sun Java System Application Server Enterprise Edition
8.2管理ガイド』を参照してください。

付属の Sun JDBCドライバ
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説明2
PrepardStatementエラーに関連して、次のエラーメッセージがスローされることが
あります。

[sunm][DB2 JDBC Driver][DB2]Virtual storage or database resource is not

available.

解決法2
DB2サーバー設定パラメータAPPLHEAPSZの値を増やします。たとえば、4096を使
用します。

説明3
遮断レベル TRANSACTION_SERIALIZABLE。アプリケーションが遮断レベル
TRANSACTION_SERIALIZABLEを採用し、前述したパラメータの 1つを使用している場
合、そのアプリケーションは接続を取得するときにハングアップすることがありま
す。

解決法3
遮断レベルを接続に対して設定するには、対応する接続プールをその遮断レベルで
作成する必要があります。手順については、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2管理ガイド』を参照してください。

コネクタ
この節では、J2EEのコネクタアーキテクチャーに関する既知の問題とその解決方法
を示します。

DASインスタンスを再起動したあと、cascadeが
falseに設定されている場合にコネクタモジュー
ルの配備取り消しが失敗する (ID 6188343)
このシナリオでは、スタンドアロンまたは埋め込みのコネクタモジュールがDASと
コネクタ接続プールに配備され、その配備済みモジュール用にリソースが作成され
ます。DASインスタンスを再起動したあと、cascadeが falseに設定されている場合に
コネクタモジュールの配備取り消しが次の例外で失敗します。

[#

|2004-10-31T19:52:23.049-0800|INFO|sun-appserver-ee8.1|javax.enterprise.system

.core|_ThreadID=14;|CORE5023:Error while unloading application [foo]|#]

コネクタ
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解決方法
DASインスタンスを再起動します。スタンドアロンまたは埋め込みのコネクタの配
備を取り消すために、カスケード式配備取り消しを使用 (cascadeオプションを trueに
設定)します。

JMS create-jms-resource: CLIによってデフォルト
値が正しく設定されない (ID 6294018)
コマンド行から asadmin create-jms-resourceコマンドで新しい JMSリソースを作成
するときは最小プールサイズと最大プールサイズを指定できないため、asadminコマ
ンドがデフォルトのプールサイズ値 (最小が 8、最大が 32)を使用してリソースを作
成すべきです。代わりに、コマンド行からリソースを作成すると、デフォルトの最
小プールサイズと最大プールサイズがそれぞれ 1と 250になります。

解決方法
コマンド行から JMSリソースを作成したあとで、管理コンソールを使用して最小
プールサイズ値と最大プールサイズ値を変更します。

関連文書
ここでは、マニュアル上の既知の問題とその解決方法を示します。

Javadocに不整合がある
いくつかのAMXインタフェースおよびメソッドについて、Javadocが欠けているか
間違っています。

■ NumConnAcquiredおよび NumConnReleased統計情報の取得メソッドが
ConnectorConnectionPoolStatsおよび AltJDBCConnectionPoolStatsから抜けてい
る。

■ EJBCacheStats内でメソッド getPassivationSuccesses()、
getExpiredSessionsRemoved()、getPassivationErrors()、getPassivations()を呼
び出すと、例外がスローされる。

■ サーバーを起動したあと、すべてのAMX MBeansが登録されて利用できるように
なるまでに数秒を要することがある。

■ 定数 XTypes.CONNNECTOR_CONNECTION_POOL_MONITORのスペルが間違っている ("NNN"
の部分)。

関連文書
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付属のANTによって
java.lang.NoClassDefFoundError 例外がスローさ
れる (ID 6265624)
スレッド「main」で java.lang.NoClassDefFoundError:

org/apache/tools/ant/launch/Launcherの例外がスローされます。

解決方法
付属のANTをApplication Server外部のタスクの実行に使用することはお勧めできま
せん。

ログオプションのマニュアルに誤りがある (ID
6463965)
『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2パフォーマンスチューニング
ガイド』で、ログオプションについて次のように記述されていますが、これは誤り
です。

The Administration GUI provides the following two logging options: (Administration GUIは次
の 2つのログオプションを提供します。)

■ Option 1 – Log stdout ( System.out.print) content to the event log (オプ
ション 1 – stdout (System.out.print)コンテンツをイベントログに記録
する)

■ Option 2 – Log stderr ( System.err.print) content to the event log (オプ
ション 2 – stderr (System.err.print)コンテンツをイベントログに記録
する)

これらのログオプションは、Application Server Enterprise Edition 8.2では存在しなくな
りました。

Application Server 8.2のHTTPファイル
キャッシュ機能に関して相反する情報がある (ID
6474799)
Application Server Enterprise Edition 8.2のマニュアルでは、「HTTP File Cache」 in
『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2 Performance Tuning Guide』で
HTTPファイルキャッシュ機能について説明しています。しかし、この機能は
Application Server Enterprise Edition 8.2に含まれていませんでした。この機能は
Application Server 9.0で再導入されたことに注意してください。

関連文書
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高可用性
ここでは、高可用性データベース (HADB)に関する既知の問題とその解決方法を示し
ます。

リソース (ディスクおよびメモリースペース)が利
用可能かどうかを hadbm setがチェックしない (ID
5091280)
hadbm setを使用してデバイスまたはバッファーのサイズを増やす場合、管理システ
ムは、データベースを作成したり、ノードを追加したりする際にはリソースが利用
可能かどうかをチェックします。しかし、デバイスまたはメインメモリーの
バッファーサイズを変更するときには利用可能なリソースが十分にあるかどうかを
チェックしません。

解決方法
設定属性 devicesizeまたは buffersizeを増やす前に、すべてのホスト上にディスク
およびメモリーの空きスペースが十分にあることを確認してください。

packagepathの混在パスがサポートされない (ID
5091349)
同一のソフトウェアパッケージを、異なるホストの別の場所に同じ名前で登録する
ことはできません。次に例を示します。

hadbm registerpackage test --packagepath=/var/install1 --hosts europa11

Package successfully registered.

hadbm registerpackage test --packagepath=/var/install2 --hosts europa12

hadbm:Error 22171: A software package has already been registered with

the package name test.

解決方法
HADBは、データベースクラスタ内のノードをまたがる混在パスをサポートしませ
ん。HADBサーバーのインストールディレクトリ (---packagepath)は、すべての参加
ホストについて同一にしてください。

高可用性
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createdomainが失敗することがある (ID 6173886、
6253132)
複数のネットワークインタフェースを備えたホスト上で管理エージェントを実行し
ている場合に、すべてのネットワークインタフェースが同じサブネット上に存在し
ないと、createdomain コマンドが失敗することがあります。

hadbm:Error 22020: The management agents could not establish a

domain, please check that the hosts can communicate with UDP multicast.

管理エージェントは、特に設定されていないかぎり、UDPマルチキャスト用の「最
初の」インタフェース (この「最初」は、java.net.

NetworkInterface.getNetworkInterfaces()の結果によって定義される)を使用しま
す。

解決方法
もっとも良い解決法は、使用するサブネットを管理エージェントに通知することで
す (たとえば、設定ファイル内の ma.server.mainternal.interfaces

をma.server.mainternal.interfaces=10.11.100.0 に設定します)。あるいは、サブ
ネット間のルーターを、マルチキャストパケットをルーティングするように設定す
ることもできます。このとき、管理エージェントはマルチキャストアドレス 228.8.8.8
を使用します。

管理エージェントの新しい設定を再試行する前に、管理エージェントリポジトリの
クリーンアップが必要になる場合があります。ドメイン内のすべてのエージェント
を停止し、リポジトリディレクトリ (管理エージェント設定ファイル内の
repository.dr.pathで識別される)内のすべてのファイルとディレクトリを削除しま
す。このクリーンアップは、新しい設定ファイルを使用してエージェントを再起動
する前に、すべてのホスト上で実行する必要があります。

HADBインスタンスの削除後にディレクトリをク
リーンアップする必要がある (ID 6190878)
HADBインスタンスの削除に続いて configure-ha-clusterコマンドで新しいインス
タンスを作成しようとすると、失敗します。問題は、元のHADBインスタンスの古
いディレクトリが ha_install_dir/rep/*と
ha_install_dir/config/hadb/instance_name に残ることにあります。

解決方法
HADBインスタンスの削除後に、手動でこれらのディレクトリを削除するようにし
てください。

高可用性
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clu_trans_srvを中断できない (ID 6249685)
Red Hat Enterprise Linux 3.0の 64ビットバージョンには、非同期入出力の実行中に
clu_trans_srvプロセスを中断不可能なモードに陥らせるバグが存在します。つま
り、kill -9コマンドが機能せず、オペレーティングシステムの再起動が必要になり
ます。

解決方法
Red Hat Enterprise Linux 3.0の 32ビットバージョンを使用します。

hadbmが大文字を含むパスワードをサポートして
いない (ID 6262824)
パスワードが hadbに格納されるときに、パスワード内の大文字は小文字に変換され
ます。

解決方法
大文字を含むパスワードは使用しないでください。

セッションオブジェクトがタイムアウトし、管理
エージェントで削除されたとき、hadbm/maは不正
なエラーメッセージを出力する (ID 6275103)
場合によっては、サーバー上のリソース競合の問題によって管理クライアントが切
断されることがあります。再接続時、「hadbm:Error 22184:A password is required

to connect to the management agent」という紛らわしいエラーメッセージが返され
ることがあります。

解決方法
サーバー上にリソースに関する問題があるかどうかを確認し、適切な処置 (たとえ
ば、リソースの追加)を取ってから、操作を再試行します。

管理エージェントは特殊用途のインタフェースを
使用するべきではない (ID 6293912)
0.0.0.0のような IPアドレスを含む特殊用途のインタフェースを、管理エージェン
ト内のHADBノードが使用する有効なインタフェースとして登録するべきではあり
ません。このようなインタフェースを登録すると、IPアドレスの代わりにホスト名

高可用性
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を使用して hadbm createコマンドを発行するユーザーによってこのインタフェース
上にHADBノードが設定された場合に、問題が発生する場合があります。その場
合、これらのノードは通信できなくなり、createコマンドはハングアップします。

解決方法
複数のインタフェースを備えたホスト上で hadbm createを使用する場合は、DDN形
式を使用して IPアドレスを常に明示的に指定します。

Windows上で再構築が失敗する (ID 6291562)
Windowsプラットフォームでは、特定の設定および負荷の下で、オペレーティング
システム内で多数の再構築の失敗が発生する場合があります。この問題は、20を超
えるノードが設定されている状況で、複数のテーブルスキャン (select *)を並列に
実行している場合に発生しています。症状としては、トランザクションが頻繁に中
断し、修復またはリカバリの完了に長い時間がかかるため、システムのさまざまな
場所で頻繁にタイムアウトが発生していることが考えられます。

解決方法
この問題を修正するには、Windowsレジストリ変数
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parametersをデ
フォルトの 100より大きい値に設定します。この値を 0x1000 ( 4096)に増やすことを
お勧めします。詳細は、Microsoftサポートページの記事 811003
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;811003)を参照してくだ
さい。

hadbm start db_nameを実行すると、入力したパス
ワードの一部がマスクされずに表示される (ID
6303581、6346059、6307497)
マシンに負荷がかかっていると、マスク機構が機能せず、入力したパスワードの一
部が表示されることがあります。パスワードが表示されることにより、軽度のセ
キュリティーリスクが生じます。パスワードは常にマスクされる必要があります。

解決方法
パスワードを独自のパスワードファイルに入れて (Application Server 8.1以降推奨され
ている方法)、--adminpasswordまたは --dbpasswordfileオプションでこれらの
ファイルを参照します。

高可用性
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インストール
ここでは、インストール上の既知の問題とその解決方法を示します。

Java Enterprise System 5インストーラによる
Application Server 8.xロードバランサの最小インス
トールが適切でない (ID 6478047)
Apacheおよび IISは Java ES 5インストーラでは設定できません。Apacheおよび IISは
Windowsプラットフォーム上で手動で設定する必要があります。

解決方法
ロードバランサApacheまたは IISを設定するには、次の手順を実行します。

Apache 2.xを設定するには

1. Apache 2.xをインストールします。
Apacheは APDIR=C:\Apache2\Apache2ディレクトリにインストールされます。

2. JES5を最小インストールでインストールします。
ロードバランサ以外のすべてのコンポーネントを選択解除します。Java ES 5は
JES5DIR=C:\Program Files\Sun\JavaES5ディレクトリにインストールされます。

3. Apache2ディレクトリに resourceおよび errorpagesディレクトリを作成します。

mkdir %APDIR%\modules\resource

mkdir %APDIR%\modules\errorpages

4. リソースファイルを resourceディレクトリにコピーします。

cd %APDIR%\modules\resource

copy %JES5DIR%\appserver\lib\webserver-plugin\windows\apache2\LBPlugin*.res

.

5. ロードバランサDLLを modulesディレクトリにコピーします。

cd %APDIR%\modules

copy %JES5DIR%

\appserver\lib\webserver-plugin\windows\apache2\mod_loadbalancer.dll .

6. テンプレート errorpagesを errorpagesディレクトリにコピーします。

cd %APDIR%\modules\errprpages

copy %JES5DIR%appserver\lib\webserver-plugin\windows\iws\errorpages .

7. ロードバランサテンプレートとその他のDTDをApache configディレクトリにコ
ピーします。

インストール
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cd %APDIR%\config

copy %JES5DIR%\appserver\lib\install\templates\loadbalancer.xml.template .

copy %JES5DIR%\appserver\lib\dtds\sun-loadbalancer* .

8. httpd.confファイルのバックアップを作成します。

cd %APDIR%\config

copy httpd.conf httpd.conf.orig

9. httpd.confファイルを編集します。

httpd.confファイルに次の行を追加します。

##BEGIN EE LB Plugin Parameters

LoadModule apachelbplugin_module modules/mod_loadbalancer.dll

<IfModule mod_apache2lbplugin.cpp>

config-file "C:\Apache2\Apache2/conf/loadbalancer.xml"

locale en

</IfModule>

<VirtualHost 10.12.8.107>

DocumentRoot "C:\Apache2\Apache2/htdocs"

ServerName vm07

</VirtualHost>

##END EE LB Plugin Parameters

10. C:\Apache2\Apache2を実際の %APDIR%ディレクトリに置き換えます。

IP、ServerName、およびDocumentRootディレクトリも置き換えます。

11. %APDIR%に新しい sec_db_filesディレクトリを作成します。

cd %APDIR%

mkdir sec_db_files

12. NSSキーストアを %APDIR%\sec_db_filesディレクトリにコピーします。

cd %APDIR%\sec_db_files

copy %JES5DIR%\appserver\lib\webserver-plugin\windows\iis\*.db .

13.必要なライブラリが含まれるように PATHを設定します。

以下の追加パスを先頭に付加します。

PATH %JES5DIR%\share\lib;%JES5DIR%\appserver\lib;%JES5DIR%\appserver\bin

14. %JES5DIR%を実際の Java ES 5ディレクトリに置き換えます。

15.システム環境変数に、値 1の NSPR_NATIVE_THREADS_ONLY変数を追加します。

16.リブートして Apache 2をテストします (loadbalancer.xmlの設定後)。

インストール
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IIS LBPluginを設定するには

1. c:\inetpub\wwwrootディレクトリに sun-passthroughディレクトリを作成しま
す。

cd c:\inetpub\wwwroot

mkdir sun-passthrough

2. c:\inetpub\wwwroot\sun-passthroughディレクトリに errorpages、resourceおよ
び sec_db_filesディレクトリを作成します。

cd c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough

mkdir errorpages

mkdir resources

mkdir sec_db_files

3. DLLファイルを sun-passthroughディレクトリにコピーします。

copy <as_install_dir>/appserver/lib/webserver-plugin/iis/*.dll

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\

4. DTDを sun-passthroughディレクトリにコピーします。

copy <as_install_dir>/appserver/lib/dtds/sun-loadbalancer*.dtd

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\

5. sun-passthrough.propertiesファイルを sun-passthroughディレクトリにコピーし
ます。

copy <as_install_dir>/appserver/lib/webserver-plugin/iis

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\

6. セキュリティーDBファイルを sun-passthroughディレクトリにコピーします。

copy <as_install_dir>/appserver/lib/webserver-plugin/iis/*.db

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\sec_db_files\

7. リソースファイルを sun-passthroughディレクトリにコピーします。

copy <as_install_dir>/appserver/lib/webserver-plugin/iws/*.res

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\resource\

8. エラーページを sun-passthroughディレクトリにコピーします。

copy <as_install_dir>/appserver/lib/webserver-plugin/iws/errorpages/*.html

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\errorpages\

9. loadbalancer.xml.exampleテンプレートを sun-passthroughディレクトリにコピー
します。

copy

<as_install_dir>/appserver/lib/install/templates/loadbalancer.xml.example

c:\inetpub\wwwroot\sun-passthrough\

10. sun-passthrough.propertiesファイルを編集します。

インストール
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##BEGIN EE LB Plugin Parameters

log-file = C:\InetPub\wwwroot\sun-passthrough\lb.log

### The valid options for different logging levels are FATAL, SEVERE, WARNING, INFO and FINE.

log-level = INFO

lb-config-file = C:\InetPub\wwwroot\sun-passthrough\loadbalancer.xml

##END EE LB Plugin Parameters

注 – IIS6を構成している場合、必ずAS82マニュアルの説明に従って権限を設定し追
加手順を実行してください。また、IIS6遮断モードを IIS5互換に設定する必要があ
ります。

インストール中に imqディレクトリを作成する必
要がある (ID 6199697)
Windowsプラットフォームでは、Application Server Enterprise Editionをインストール
した直後に、Message Queueブローカが起動に失敗します。ディレクトリ
drive:\as\domains\domain1\imqが存在しないことを示すメッセージが表示されま
す。

domain1を起動してからブローカを起動した場合には、Application Serverによって
ディレクトリが作成され、この問題は発生しません。

解決方法
1. ブローカを作成する前に var_home_dir_locationを作成します。次のようにしま
す。

$imqbrokerd -varhome var_home_dir_location

次に例を示します。

$imqbrokerd -varhome D:\as\domains\domain1\imq

J2EE Tutorial
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2で J2EE 1.4 Tutorialを実行するに
は、次の作業を実行します。

■ 「About this Tutorial」の章の「About the Examples」で説明されているファイル例
/common/build.propertiesを編集する場合には、ポート 4848を 4849に変更しま
す。

■ deploytoolを使用する場合、例を配備する前にサーバー localhost:4849を追加し
ます。

J2EE Tutorial

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2リリースノート (Windows版) • 2007年 2月46



■ 管理コンソールを使用して何らかのリソースを作成する場合には、「ター
ゲット」タブを使用してサーバーをターゲットとして指定します。コマンド行ま
たは asantターゲットを使用する場合、サーバーがデフォルトのターゲットにな
るため、特別な処置は必要ありません。

ライフサイクル管理
ここでは、ライフサイクル管理に関する既知の問題とその解決方法を示します。

ejb-timer-serviceプロパティーを変更するとエ
ラーが発生する (ID 6193449)
ejb-timer-serviceプロパティー minimum-delivery-intervalを 9000に設定したあと
で、ejb-timer-serviceプロパティー redelivery-interval-in-millsを 7000に設定し
ようとすると、setコマンドが失敗します。次のエラーメッセージが表示されます。

[echo] Doing admin task set

[exec] [Attribute(id=redelivery-interval-internal-in-millis) : Redelivery-

Interval (7,000) should be greater than or equal to Minimum-delivery-

interval-in-millis (9,000)]

[exec] CLI137 Command set failed.

■ minimum-delivery-intervalは、同一の周期タイマーの最小発生間隔。
■ redelivery-interval-in-millsは、失敗した ejbTimeoutのあとに再発生を試みる
までタイマーサービスが待機する時間。

これは、再発生間隔のプロパティを最小発生間隔のプロパティと関連付けるロ
ジックが間違っていて、GUIまたはCLIを使って再発生間隔よりも最小発生間隔
が大きくなるような値を設定できないという問題です。

minimum-delivery-interval-in-millisを、ejb-timer-serviceプロパティーの
redelivery-interval-in-millis以上の値に設定する必要があります。問題は、
redelivery-interval-in-millisの値が minimum-delivery-interval-in-millisの値
よりも大きいことを検証するためのApplication Serverの処理にエラーがあること
です。

解決方法
次のように、これらプロパティーのデフォルト値を使用します。

minimum-delivery-interval(default)=7000

redelivery-interval-in-millis(default)=5000

これらデフォルト以外の値を指定するとエラーが発生します。

ライフサイクル管理
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ロギング
この節では、ログに関する既知の問題とその解決方法を示します。

access.failureのデバッグ文を設定すると、
Application Serverの起動時にハングする (ID
6180095)
JVMの java.security.debugオプションを設定すると、サーバーインスタンスの起動
がデッドロックで動かなくなります。たとえば、domain.xmlで次の設定を行うと、
この問題が発生します。

<jvm-options\>-Djava.security.debug=access,failure</jvm-options\>

解決方法
ありません。このフラグは設定しないでください。

Java ES 3 Application Server以降ログの場所やイン
スタンスの場所が変更されている (ID 6189409)
Sun Java System 8.2では、バージョン 7および互換バージョンと比べて、デフォルトの
ログの場所やサーバーインスタンスの場所が変更されています。

詳細については、『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2管理ガイ
ド』または『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2アップグレードと
移行』を参照してください。

メッセージキュー
ここでは、Javaメッセージキューに関する既知の問題とその解決方法を示します。

タイミングに依存する特定の場合に、JMS再接続
が正常に完了しない (ID 6173308、6189645、
6198481、6199510、6208728)
タイミングに依存する場面での再接続の失敗は、さまざまな問題によって引き起こ
されます。

ロギング
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解決方法
これらの問題は、次の方法で回避できます。

■ 関連するブローカを再起動する
■ 関連するApplication Serverインスタンスを再起動する

非同期メッセージリスナーの動作が、appclient

で8.0から8.1 Update 2に変更された (ID 6198465)
最新の変更により、非同期メッセージリスナーが app-clientコンテナの唯一の稼働
しているスレッドである場合、残っている appclient仮想マシンはデーモンとして存
在します。この動作は、ACCで非同期受信を実行する過去のアプリケーションの影
響です。この問題は、JMSメッセージリスナーを設定してメインスレッドを終了す
るアプリケーションクライアントに影響します。

解決方法
メインスレッドを終了しないでください。メッセージリスナーがメインスレッドに
通知するのを待ってから、メインスレッドを終了します。

監視
ここでは、監視上の既知の問題とその解決方法を示します。

Application Serverへの監視フレームワーク統合
(6469302)
Application Serverのベータリリースにおいては、デフォルトでは監視フレームワーク
はサポートされていません。

解決方法

監視フレームワークをApplication Serverに統合するには、次の手順を実行します。

1. <Install_dir>\appserver\lib\install\templates\ee\com.sun.cmm.as.xml ファイ
ルを編集します。

${InstalledDate}をApplication Serverのインストール場所で更新して、
${InstalledDate}を現在日付にします。

2. <Install_dir>\appserver\lib\install\templates\ee\com.sun.cmm.as.xmlファイル
を <Install_dir>\appserver\libにコピーします。

監視
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3. <MFWK_Install_location>\bin\mfwksetup.bat -r

<Install_dir>\appserver\lib\com.sun.cmm.as.xmlコマンドを実行します。

注 – ${InstalledLocation}の値はApplication Serverインストールの場所、
c:\Sun\JavaES5\appserverです。$InstalledDateにはミリ秒で時間を入力する必要があ
ります (1970年から現在時間 (ミリ秒)を計算)。

サンプル
ここでは、Application Server 8.2製品に付属するサンプルコードに関する既知の問題
とその解決方法を示します。

setup-one-machine-clusterがハングアップする
(ID 6195092)
Windowsプラットフォームでは、mqfailoverコマンドが表示されたらCtrl+Cを押し
てハングアップしたプロセスを終了させて、setup-one-machine-clusterプロセスを
再実行する必要があります。

install_dir\samples\ee-samples\failover\apps\mqfailover\docs\index.htmlを参照し
てから、次のコマンドを実行します。

■ コンソール 1

cd install_dir\samples\ee-samples asant start-mq-master-broker1

■ コンソール 2

cd install_dir\samples\ee-samples asant start-mq-cluster-broker1

■ コンソール 3

cd install_dir\samples\ee-samples asant start-mq-cluster-broker2

■ コンソール 4

cd install_dir\samples\ee-samples asadmin start-domain domain1

ほかの Enterprise Editionサンプルで asant setup-one-machine-cluster-without-haま
たは asant setup-one-machine-cluster-with-haを実行済みであれば、asant

configure-mqを実行します。そうでない場合には asant

setup-one-machine-cluster-and-configure-mqを実行します。この場合、次に示すよ
うに、コマンドが正常に実行されたように見えます。

サンプル
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start_nodeagent: [echo] Start the node agent cluster1-nodeagent

[exec] Command start-node-agent executed successfully.

しかし、このあとシステムはハングアップします。

解決方法
ありません。この問題は、Windowsでこの antターゲットを使用するすべての
Enterprise Editionサンプルに同様に影響します。回避策は、ハングアップしたプロセ
スをCtrl+Cで終了してから再実行することです。

Message Queueフェイルオーバーのサンプルアプ
リケーションを実行する前に、JMSリソースを作
成する必要があることが、マニュアルに明記され
ていない (ID 6198003)
asadminの配備手順を終了して、Message Queueフェイルオーバーのサンプルアプリ
ケーションを実行後、次のエラーメッセージが表示されます。

/opt/SUNWappserver/domains/domain1/config/sun-acc.xml -name

MQFailoverTestClient -textauth -user j2ee -password j2ee

Nov 18, 2004 10:50:17 PM com.sun.enterprise.naming.NamingManagerImpl

bindObjects

SEVERE: NAM0006: JMS Destination object not found: jms/durable/TopicA

Nov 18, 2004 10:50:18 PM com.sun.enterprise.naming.NamingManagerImpl

bindObjects

SEVERE: javax.naming.NameNotFoundException

javax.naming.NameNotFoundException

asadmin deployコマンドを使用して手動配備を行う場合に JMSリソースを手動で作
成する必要があることが、マニュアルに明記されていません。サンプルアプリケー
ションを配備するために用意されている antターゲットを使用する必要があることも
明記されていません。

解決方法
build.xmlスクリプト用に asant deployターゲットを使用します。これにより、アプ
リケーションを実行するために必要とされる JMSリソースが作成されます。

サンプル
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セキュリティー
ここでは、Application ServerとWebアプリケーションのセキュリティーおよび証明
書に関する既知の問題とその解決方法を示します。

Enterprise Edition上で J2SE 5.0を使用して
WebServiceSecurityアプリケーションを実行でき
ない (ID 6183318)
WebServiceSecurityアプリケーションは、次の理由から J2SE 5.0で実行できません。

■ J2SE 5.0の PKCS11は、UNWRAPモードをサポートしない
■ J2SE 5.0の PKCS11は、PKCS11による RSA/ECB/OAEPWithSHA1AndMGF1Paddingをサ
ポートしない

解決方法
J2SE 1.4.2で別の JCEプロバイダ (デフォルトで含まれているもの以外)を使用しま
す。この構成では、ハードウェアアクセラレータはサポートされません。

SSL終了が機能しない (ID 6269102)
ロードバランサ (ハードウェア)を SSL終了用に設定すると、リダイレクト中に
Application Serverがプロトコルを httpsから httpに変更します。

解決方法
ハードウェアロードバランサとApplication Serverの間にソフトウェアロードバランサ
を追加します。

アップグレードユーティリティー
この節では、アップグレードユーティリティーに関する既知の問題とその解決方法
を示します。

サンプルスクリプトで使用するDerbyデータベー
スが間違った場所に作成される (ID 6377804)
このバグには、次の 2つの面があります。

セキュリティー
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1. Derbyデータベースを使用するサンプルアプリケーション設定スクリプトを実行
すると、Derbyデータベースが現在のディレクトリまたは <install_root>/binに
作成されます。

2. サンプル build Antスクリプトによって、管理パスワードファイルを保存する
password.txtファイルが現在のディレクトリの下に作成されますが、このディレ
クトリはルート以外の疎ゾーンシナリオでは書き込み可能ではありません。

解決方法

1. Derbyデータベースの場所 – start-databaseコマンドで --dbhomeオプションを使
用して、--dbhomeに指定された値の場所にデータベースを作成します。たとえ
ば、次の例は、start-database用の asadminコマンドの構文です。

start-database [--dbhost 0.0.0.0] [--dbport 1527] [--dbhome db_directory] [--echo=false]

[--verbose=false]

2. password.txtファイルの場所 –設計上、サンプルディレクトリは書き込み可能で
あると想定されています。これは、すべてのビルドコマンドにそのディレクトリ
での password.txtファイルの作成が含まれているためです。書き込み可能な場所
にサンプルの作業用コピーをインストールするようにしてください。

管理ユーザー名またはパスワードでセミコロン (;)
文字を無効化できない (ID 6473341)
Application Server Enterprise Edition 8.2インストールでは、管理ユーザー名に特殊文字
は使用できません。特殊文字を使用すると、ドメインの作成は失敗します。ただ
し、管理パスワードには特殊文字を使用できます。

解決方法
Application Server 7からApplication Server 8.2にアップグレードするときに、管理ユー
ザー名に特殊文字が含まれていないことを確認してください。

Webコンテナ
ここでは、Webコンテナに関する既知の問題とその解決方法を示します。

Webコンテナ
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ロードバランサプラグインでApacheおよび IISが
サポートされていない
Sun Java ES 5 Application ServerではロードバランサプラグインでApacheおよび IIS
(Sun以外のWebコンテナ)がサポートされていません。Sun Java ESではロードバラン
サプラグインの設定用に Sun Java System Web Serverがインストールされます。

--precompilejsp=trueを使用してアプリケー
ションを配備すると JARファイルがロックされる
ことがある (ID 5004315)
WindowsプラットフォームでMicrosoft Windows上のアプリケーションを配備すると
きに JSPのプリコンパイルを要求すると、それ以降、そのアプリケーションの配備取
り消しや、そのアプリケーション (または同一モジュール IDを持つ任意のアプリ
ケーション)の再配備を試みても、予期したとおりに動作しません。JSPのプリコン
パイル処理でアプリケーションの JARファイルが開かれたまま閉じられないため、
これらのファイルを配備取り消しで削除することや、これらのファイルを再配備で
上書きすることがMicrosoft Windowsによって許可されません。

配備取り消しは、Application Serverからアプリケーションが論理的に削除されるとい
う点では成功します。また、asadminユーティリティーからエラーメッセージは返さ
れませんが、そのアプリケーションのディレクトリとロックされた jarファイルは
サーバー上に残っています。サーバーのログファイルには、ファイルとアプリケー
ションディレクトリの削除に失敗した旨のメッセージが出力されます。

配備取り消し後のアプリケーションの再配備が失敗するのは、既存のファイルと
ディレクトリをサーバーが削除しようとして失敗するからです。これは、最初に配
備されたアプリケーションと同じモジュール IDを持つアプリケーションを配備しよ
うとしたときにも発生します。アプリケーションのファイルを保持するディレクト
リの名前を、サーバーはモジュール IDから決定するからです。

同様の理由から、配備取り消しをせずにアプリケーションを再配備しようとすると
失敗します。

診断

アプリケーションを再配備しようとすると、または、配備取り消しを行なってから
配備しようとすると、asadminユーティリティーは次のようなエラーを返します。

An exception occurred while running the command. The exception

message is: CLI171 Command deploy failed : Deploying application in

domain failed; Cannot deploy. Module directory is locked and can’t

be deleted.

Webコンテナ
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解決方法
アプリケーションを配備するときに --precompilejsps=false (デフォルトの設定)を
指定すると、この問題は発生しません。そのアプリケーションを最初に使用すると
きに JSPコンパイルが起動されるため、最初の要求に対する応答時間は、その後の要
求に比べて長くなります。

また、プリコンパイルを行う場合には、そのアプリケーションを配備取り消しまた
は再配備する前に、サーバーを終了して再起動する必要があります。シャットダウ
ンすると、ロックされている JARファイルが解放されるため、再起動後の配備取り
消しや再配備が成功します。

空の <load-on-startup>要素を持つ Servlet 2.4ベー
スの web.xmlを含んだWARファイルを配備できな
い (ID 6172006)
web.xmlファイルのオプションの load-on-startup要素は、サーブレットを宣言する
Webアプリケーションの起動の一環として、そのサーブレットをロードおよび初期
化すべきことを示します。

この要素のオプションの内容は、Webアプリケーションのその他のサーブレットと
の関係で、そのサーブレットをロードおよび初期化する順序を示す整数です。空の
<load-on-startup>要素は、そのサーブレットを含むWebアプリケーションの起動時
にそのサーブレットがロードおよび初期化される場合、その順序は意味を持たない
ことを表します。

web.xmlの Servlet 2.4スキーマでは、空の <load-on-startup>はサポートされなくなり
ました。つまり、Servlet 2.4ベースの web.xmlファイルを使用する場合は整数値を指
定する必要があります。<load-on-startup/>の場合と同様に、空の
<load-on-startup>を指定すると、web.xmlが web.xmlの Servlet 2.4スキーマに対する
妥当性検証に失敗するため、Webアプリケーションの配備も失敗します。

下位互換性の問題もあります。空の <load-on-startup>は、Servlet 2.3ベースの web.xml

では有効です。

解決方法
Servlet 2.4ベースの web.xmlを使用する場合は、
<load-on-startup>0</load-on-startup>を指定して、サーブレットの読み込み順序が
問題にならないことを示します。

Webコンテナ
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リソースに制約のあるサーバー上で JSPページを
コンパイルできない (ID 6184122)
JSPページにアクセスしてもコンパイルに失敗し、サーバーログには「Unable to
execute command」というエラーメッセージと次のスタックトレースが記録されま
す。

at org.apache.tools.ant.taskdefs.Execute$Java13CommandLauncher.

exec(Execute.java:655) at org.apache.tools.ant.taskdefs.Execute.

launch(Execute.java:416)

at org.apache.tools.ant.taskdefs.Execute.execute(Execute.java:427)

at org.apache.tools.ant.taskdefs.compilers.DefaultCompilerAdapter.

executeExternalCompile(DefaultCompilerAdapter.java:448)

at org.apache.tools.ant.taskdefs.compilers.JavacExternal.execute

(JavacExternal.java:81)

at org.apache.tools.ant.taskdefs.Javac.compile(Javac.java:842)

at org.apache.tools.ant.taskdefs.Javac.execute(Javac.java:682)

at org.apache.jasper.compiler.Compiler.generateClass(Compiler.java:396)

解決方法
JSPのコンパイルスイッチを「fork」から「false」に設定します。

次のいずれかの方法でこの設定を行うことができます。

■ グローバルに行うには、次のように、
${S1AS_HOME}/domains/domain1/config/default-web.xml内の JspServletの fork init
パラメータを falseに設定します。

<servlet> <servlet-name>jsp</servlet-name>

<servlet-class>org.apache.jasper.servlet.JspServlet</servlet-class>

.... <init-param>

<param-name>fork</param-name> <param-value>false</param-value>

</init-param> .... </servlet>

■ Webアプリケーションごとに、sun-web.xmlの JSP設定プロパティー forkを false
に設定します。次のようにします。

<sun-web-app> <jsp-config> <property name="fork" value="false" />

</jsp-config> </sun-web-app>

これらのいずれかを設定することにより、Antが javacコンパイルのための新規プロ
セスを生成することが防止されます。
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Application Serverで、auth-passthroughWeb
Server 6.1アドオンがサポートされない (ID
6188932)
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2では、Sun Java System Application
Server Enterprise Edition 7.1で使用できる auth-passthroughプラグイン機能が提供する
機能に対するサポートが追加されています。ただし、Application Server Enterprise
Edition 8.2での auth-passthroughプラグイン機能の設定方法は異なります。

Application Server Enterprise Edition 7.1での auth-passthroughプラグイン関数は、次の
制約のある 2層配備のシナリオで有効でした。

■ Application Serverインスタンスは、企業ファイアウォールの内側にある 2番目の
ファイアウォールによって保護される。

■ Application Serverインスタンスへの直接のクライアント接続は許可されない。

このようなネットワークアーキテクチャーの場合、クライアントは、
service-passthroughプラグイン関数で設定されたフロントエンドWebサーバーに接
続し、HTTP要求を、プロキシされたApplication Serverインスタンスに転送して処理
します。Application Serverインスタンスは、要求をクライアントホストから直接にで
はなく、Webサーバープロキシからしか受信できません。その結果、プロキシされ
たApplication Serverインスタンス上に配備され、クライアントの IPアドレスなどの
クライアント情報を照会する任意のアプリケーションは、中継された要求の実際の
発信元ホストであるプロキシホストの IPを受信します。

Application Server Enterprise Edition 7.1では、プロキシされたApplication Serverインス
タンス上で、そのインスタンス上に配備された任意のアプリケーションがリモート
クライアントの情報を直接使用するように auth-passthroughプラグイン関数を設定
できました。その場合は、プロキシされたApplication Serverインスタンスが、
service-passthroughプラグインを実行している中間のWebサーバー経由ではなく、
要求を直接受信したかのように見えます。

Application Server Enterprise Edition 8.2では、domain.xml内の <http-service>要素の
authPassthroughEnabledプロパティーをTRUEに設定することにより、
auth-passthrough機能を有効にすることができます。次に例を示します。

<property name="authPassthroughEnabled" value="true"/>

Application Server Enterprise Edition 7.1にある auth-passthroughプラグイン関数のセ
キュリティーに関する同じ注意点が、Application Server Enterprise Edition 8.2にある
authPassthroughEnabledプロパティーにも適用されます。authPassthroughEnabledに
よって、認証目的に使用される可能性のある情報 (要求発信元の IPアドレスや SSLク
ライアント証明書など)を上書きすることが可能になるため、
authPassthroughEnabledを TRUEに設定して、Application Server Enterprise Edition 8.2イ
ンスタンスへの接続を許可する場合は、その対象を信頼できるクライアントまたは
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サーバーだけに限定する必要があります。予防措置として、authPassthroughEnabled

を TRUEに設定するのは、企業ファイアウォールの内側にあるサーバーだけにするこ
とをお勧めします。インターネット経由でアクセス可能なサーバーでは、決して
authPassthroughEnabledを TRUEに設定しないでください。

プロキシWebサーバーが service-passthroughプラグインを使用して設定されてお
り、要求を authPassthroughEnabledが TRUEに設定されたApplication Server 8.1 Update
2インスタンスに転送するシナリオでは、SSLクライアント認証はWebサーバープロ
キシ上で有効になり、プロキシされたApplication Server 8.1 Update 2インスタンス上
で無効になる可能性があることに注意してください。この場合、プロキシされた
Application Server 8.1 Update 2インスタンスは、SSL経由で認証されたかのように引き
続き要求を処理し、クライアントの SSL証明書を、それを要求している任意の配備
されたアプリケーションに提供します。

--enabled=falseで作成されたHTTPリスナーが無
効にならない (ID 6190900)
--enabled=falseフラグで httplistenerを作成すると、リスナーは無効になりませ
ん。フラグ --enabledは、リスナーの作成と同時に使用すると効果がありません。

解決方法
リスナーを使用可能状態で作成して、あとで手動で無効にしてください。
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